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1. 研究開発の背景・研究目的及び目標 

新規の沖縄産天敵昆虫コミドリチビトビカスミカメの商品化に向けた研究を琉球産経株式会

社と沖縄県農業研究センターが協力して行う事業である。 

コミドリチビトビカスミカメはカメムシの一種であり、沖縄県と琉球産経が進めてきた沖縄産有

用天敵生物の実用化研究の過程において発見された。本種は化学薬剤による防除が最も困

難な 2 つの主要害虫、コナジラミ類とアザミウマ類を同時に防除することができる次世代の天

敵昆虫であり、実用化すれば、減農薬環境保全型農業の現場に大きなインパクトを与えること

が予想される。 

Ｈ19沖縄イノベーション創出事業顕在化ステージにおいて本天敵昆虫の実用化に向けて、

最も重要な課題であったコストの問題を含めて、必要な条件をほぼ満たすことができた。この

結果をふまえて、本事業（Ｈ20事業化ステージ）では、農薬登録に必要なデータの蓄積、現場

農家圃場におけるノウハウの蓄積、及び本天敵の弱点である食害の全貌を明らかにする研究

を進め、農薬登録・商品化に向けて、より具体的な手続きを開始することとなった。 

これらの研究を以下の 3 つのサブテーマにまとめてプロジェクトを進めた。主として 1 と 2 を

琉球産経株式会社が、3 を沖縄県農業研究センターが担当した。 

 

◆1 コミドリチビトビカスミカメ農薬登録取得のための研究 

公的機関による「効果あり」の効果試験結果ほか、農薬登録に向けて必要なデータを得

るための研究 

◆2 コミドリチビトビカスミカメを中心とした施設野菜栽培体系の構築 

現場農家圃場における実践的利用をさらに積み重ね、栽培上のノウハウを蓄積するため

の研究 

◆3 コミドリチビトビカスミカメの捕食範囲の研究 

本天敵の弱点である食害の問題についてその範囲と詳細を明らかにするための研究 
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2. 研究体制 

 
◆研究組織 
 

琉球産経株式会社 

 
 再委託 沖縄県農業研究 

センター 

   

琉球産経(株)糸満工場 
天敵研究施設 

 

 
プロデューサー 

琉球産経(株) 開発部 次長 
吉田 英実 

 
研究リーダー 

琉球産経(株) 開発部 主任研究員 
清水 徹 

 

 

 

◆研究担当者一覧 

 

吉田 英実 琉球産経株式会社（開発部） 

清水 徹  琉球産経株式会社（開発部） 

上原 寛  琉球産経株式会社（開発部） 

我喜屋 拓 琉球産経株式会社（開発部） 

水野 由紀 琉球産経株式会社（開発部） 

山崎 あかね 琉球産経株式会社（開発部） 

 

安田 慶次 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

大野 豪  沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

喜久村 智子 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 

貴島 圭介 沖縄県農業研究センター（病虫管理技術開発班） 
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◆琉球産経天敵研究施設 

 

本事業で使用した天敵は糸満市西崎の琉球産経株式会社天敵研究施設において増殖を

行った。本施設は試験作業棟1棟、休憩棟（トイレ・シャワー）1棟、昆虫増殖用12ｍコンテナ5

基、人工飼料加工室、植物育成用温室 2 棟（6×12ｍ、8×12ｍ）、植物育成用 3×6ｍ小型ハ

ウス 2棟、効果試験用 2.5×6ｍ小型ハウス 8棟、栽培試験用 4×18ｍ中型ハウス 2棟、6ｍ冷

蔵コンテナ1基、6ｍ冷凍コンテナ1基、容器洗浄・消毒他のためのトタン屋根作業場を備えて

おり、天敵昆虫の増殖、生産、製剤化、効果試験等を行うことができる（図 1-3-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

      増殖コンテナと作業場         試験作業棟（中央）と休憩棟（右） 

 

 

 

 

 

 

 

     栽培試験用 18ｍ中型ハウス 2 棟           食害試験中のハウス 

 

 

 

 

 

 

 

       効果試験用 6ｍ小型ハウス 8 棟               農薬庫 

 

琉球産経天敵研究施設の写真
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琉球産経天敵研究施設（糸満市西崎）Ｈ20 配置図 
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3. 成果概要 

事業開始時に 3 つのサブテーマを実現するため、8 つの研究課題をたてた。以下、各課題

の目標と得られた成果についてまとめる。 

 

◆1 試験虫コミドリチビトビカスミカメの生産（サブテーマ 1-3） 

目標 

琉球産経天敵研究施設において、週当たり約 10000 頭のペースでコミドリチビトビカスミ

カメの生産を行い、本事業で使用する全ての試験虫を供給する。この餌であるスジコナ

マダラメイガ卵（約 100ｇ/週）及びタバココナジラミの生産を行う。これらの生産過程にお

いて随時生産方法の改良を行う。 

成果 

・試験期間中週当たり 5000-10000 頭の生産を行い、試験中を不足なく供給した。 

・増殖方法、特に餌の改良により、1 匹 1 円以下の増殖コストを実現することができた。 

・幼虫密閉飼育法及び新式成虫回収法により、餌であるスジコナマダラメイガ卵を 1ｇ100

円程度で生産することが可能になった。 

 

◆2 効果試験の委託（サブテーマ 1） 

目標 

農薬取締法に基づき、日本植物協会を通じて全国の試験研究機関に効果試験を委託

する。初（今）年度は最大 5件程度。結果を見ながら次年度以降の委託数を決めていく。 

成果 

・沖縄県に試験を委託し、ナスのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。 

・徳島県に試験を委託し、ナスのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。 

・沖縄県に試験を委託し、ピーマンのアザミウマで効果ありの判定を得た。 

 

◆3 委託効果試験のバックアップ（サブテーマ 1） 

目標 

上記委託先の研究機関に対して試験の進行状況等の確認を行い、必要とあれば訪問

する。並行して琉球産経天敵研究施設内の小規模ビニールハウスで効果試験を行い、

ナスとピーマンの栽培を行い、この知見を下に委託効果試験のバックアップを行う。 

成果 

・ナスで効果試験を行い、ナスのコナジラミ及びアザミウマで効果ありの判定を得た。参

考データとして使用する予定。 

・ナス及びピーマンで行った効果試験の失敗を元に委託効果試験を補佐するための資

料を作成した。 

 

◆4 分類・分布に関する専門家の知見（サブテーマ 1） 

目標 

カスミカメ分類の専門家にコミドリチビトビカスミカメの分類・同定・基礎生態など本昆虫の

概要についてまとめた資料の作製を依頼する。 

成果 

・安永智秀博士により、増殖系統が全てコミドリチビトビカスミカメ Campylomma chinense
であることを確認した。同定用資料として同定標本をいただいた。 
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◆5 発育・増殖特性に関する試験（サブテーマ 1） 

目標 

増殖しているコミドリチビトビカスミカメを恒温条件で飼育し、その発育にかかる期間（温

度別）及び産卵スケジュールを明らかにしておく。これらのデータから発育限界温度、内

的自然増加率など、発育と増殖に関する基礎パラメータを得る。 

成果 

・様々な温度で飼育する試験を行い、各温度における発育期間、発育限界温度、有効

積算温度定数など発育に関する基礎パラメータを得た。これらを農薬登録時の添付デ

ータとして使用する。 

・死亡するまでの産卵スケジュールを追うことにより、成虫の寿命、生涯産卵数、内的自

然増加率など増殖に関する基礎パラメータを得た。これらを農薬登録時の添付データと

して使用する。 

・補食試験により、4 種類の害虫に対する捕食性を確認した。 

 

◆6 農家圃場における放飼試験（サブテーマ 2） 

目標 

主として沖縄本島中南部の農家協力を得て、実際の圃場において、試験的利用マニュ

アルに基づいたナスとピーマンの栽培を行い、販売開始後の普及・営業に必要な情報を

集積する。圃場によっては既に市販されている先行天敵や研究中の天敵など他天敵の

同時放飼を行い、効果を比較する。 

成果 

・ナス農家 2 軒 5 棟、ピーマン農家 2軒 2 棟、ニガウリ農家 2 軒 2 棟、モロヘイヤ農家 2

軒 3 棟、ミニトマト 1 軒 2 棟でコミドリチビトビカスミカメ及び比較天敵チチュウカイツヤコ

バチの放飼を行い、現場における使用と効果に関する情報を集積した。 

 

◆7 農家圃場試験のバックアップ（サブテーマ 2） 

目標 

農家圃場試験と並行して琉球産経天敵研究施設内の小～中規模ビニールハウスでコミ

ドリチビトビカスミカメを使ったナスやピーマンの栽培を行い、営利活動を行っている農家

圃場で確認することが難しい部分について確認を行う。また、天敵に対する影響が未知

の農薬について薬剤感受性試験を行い、農家圃場試験をバックアップする。 

成果 

・18ｍ中規模パイプハウスでナスの摸擬栽培を行い、コミドリチビトビカスミカメ放飼中に

ホコリダニ及びカイガラムシに対して効果のある農薬を確認した。 

 

◆8 食害範囲の解明（再委託先：沖縄県農業研究センター）（サブテーマ 3） 

目標 

沖縄県農業研究センター及び琉球産経天敵研究施設において、食害の可能性のある

科を中心に主要作物に対して、主としてポット苗を使った食害試験を行い、食害があった

場合には、その内容と程度を確認する試験を行う。 

成果 

・約 15 作物について、主に袋かけ放飼試験を行い、イチゴとビワに食害のあること、その

他の作物にはっきりした被害がないことを確認した。 
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◆総括 

・増殖方法の改良により、コミドリチビトビカスミカメを 1 匹 1 円以下で生産することが可能に

なった。 

・委託効果試験及び生物的特性の調査により、農薬登録時に必要な試験データの一部を

整えることができた。 

・現場農家圃場試験により、より実践的なコミドリチビトビカスミカメの使用方法を確立すると

ともに、使用可能な作物の範囲を広げることができた。 

・食害試験により、コミドリチビトビカスミカメの食害の輪郭を明らかにすることができた。 

 

 

 

4. 当該プロジェクト連絡窓口 

 

琉球産経株式会社 開発課 

〒901-0242 沖縄県豊見城市字高安 586 番地 電話 098-850-7791 

 


